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第214号 

と き】令和4年8月3日（水）'-'--6（土） 

ところ】国立諌早青少年自然の家 

令
和
4
年
度
の
「
異
年
齢
交
流
で
育
て
ー
 

青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ
（
略
称
】
育
成
キ
ャ
 

ン
プ
）
」
は
、
2
年
ぶ
り
に
（
令
和
3
年
度
は
、
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
「
緊
急
事
態
 

宣
言
」
に
よ
り
中
止
）
実
施
し
た
。
宿
泊
を
 

伴
う
「
キ
ャ
ン
プ
」
な
の
で
、
「
ウ
イ
ル
ス
 

を
持
ち
込
ま
な
い
」
と
の
方
針
の
も
と
、
充
 

分
な
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
取
り
組
み
と
 

な
っ
た
が
、
途
中
で
感
染
者
が
出
現
し
た
為
、
 

1
日
早
め
て
の
帰
福
と
な
っ
た
。
今
号
で
は
、
 

コ
ロ
ナ
禍
で
取
リ
組
ん
だ
「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
 

の
活
動
を
紹
介
す
る
。
 

▼
年
度
当
初
の
健
全
育
成
部
会
で
、
「
育
 

成
キ
ャ
ン
プ
」
実
施
に
か
か
わ
る
、
基
 

本
的
対
応
を
確
認
し
た
。
 

☆
確
認
事
項
（
R
2
生
詐
区
第
3
回
部
会
）
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
 

止
対
策
に
係
る
「
中
止
判
断
」
の
基
準
 

は
以
下
の
通
り
と
す
る
。
 

①
国
や
県
、
子
ど
も
ゆ
め
基
金
部
が
実
 

施
不
可
能
な
指
導
・
要
請
を
行
っ
た
時
。
 

例
）
緊
急
事
態
官
三
」
ロ
等
の
官
』
」
ロ
等
 

②
釜
大
施
受
け
入
れ
先
の
「
キ
ャ
ン
プ
場
 

等
」
が
受
け
入
れ
し
な
い
時
。
 

③
健
全
育
成
部
会
で
協
議
し
上
記
の
①
 

②
を
回
避
で
き
な
い
と
判
断
し
た
時
。
④
 

そ
の
他
、
上
記
に
準
じ
た
状
況
が
生
じ
 

て
い
る
と
健
全
育
成
部
会
が
判
断
し
た
 

時。 
今
回
は
、
県
や
国
の
行
動
規
制
が
行
わ
 

れ
ず
、
十
分
な
対
策
を
行
っ
た
上
、
実
 

施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
宿
泊
を
伴
 

う
キ
ャ
ン
プ
な
の
で
、
取
り
組
み
の
重
点
を
「
新
型
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
」
こ
と
と
し
準
 

備
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
①
出
発
前
1
0

日
間
の
 

健
康
チ
エ
ッ
ク
表
提
出
 

回
旨
山
発
直
前
の
抗
原
検
査
・
陰
性
結
果
提
出
③
出
発
 

前
に
感
染
し
た
場
合
の
陰
性
証
明
④
家
庭
内
感
染
が
 

生
じ
な
い
よ
う
に
家
族
等
の
協
力
と
報
告
、
ま
た
、
 

バ
ス
移
動
時
の
ト
イ
レ
休
憩
な
ど
他
団
体
と
の
接
触
 

回
避
⑤
キ
ャ
ン
プ
地
で
の
就
寝
、
食
事
、
入
浴
、
活
 

動
時
で
も
他
団
体
と
の
接
触
回
避
⑥
実
施
中
に
感
染
 

者
が
出
現
し
た
場
合
は
、
即
中
止
し
、
帰
福
す
る
。
 

等
に
取
り
組
ん
だ
。
 

▼
一
日
目
（
8
月
3
日
）
い
よ
い
よ
、
2
年
ぶ
り
の
 

「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
、
小
 

中
学
生
4
9
名
、
高
校
生
1
1
名
、
大
学
生
5
名
、
青
年
 

サ
ポ
ー
タ
1
1
名
、
部
会
委
員
5
名
、
看
護
師
さ
ん
 

2

名
、
事
務
局
1
名
の
計
7
4
名
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
 

フ
は
7
時30
分
に
集
合
し
て
、
受
け
付
け
の
手
順
を
 

確
認
し
、
検
温
・
手
指
消
毒
、
1
0

日
間
の
健
康
チ
エ
ッ
 

ク
表
の
提
出
確
認
、
今
朝
の
抗
原
検
査
陰
性
確
認
後
、
 

名
札
、
帽
子
等
を
渡
し
て
の
受
付
を
行
っ
た
。
3
年
 

前
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
受
付
で
あ
る
。
高
校
生
ボ
ー
フ
 

ン
テ
イ
ア
達
は
、
打
ち
合
わ
せ
た
通
り
慣
れ
た
手
つ
 

き
で
、
小
中
学
生
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
温
か
 

く
迎
え
た
。
 

さ
て
、
県
庁
前
東
公
園
の
野
外
で
出
発
式
を
済
ま
 

せ
、
い
よ
い
よ
バ
ス
2
台
で
国
立
諌
早
青
少
年
自
然
 

の
家
ま
で
移
動
し
た
。
自
然
の
家
で
は
、
就
寝
や
入
 

浴
は
、
他
の
団
体
と
接
触
し
な
い
別
館
を
男
女
の
2
 

棟
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
入
所
式
後
、
早
速
、
 

班
長
と
副
班
長
の
任
 

命
式
、
班
旗
の
作
成
 

と
活
動
を
進
め
た
。
 

班
旗
は
5

日
間
、
班
 

行
動
を
行
う
上
で
の
 

目
印
に
な
り
、
最
終
 

日
に
は
班
旗
コ
ン
テ
 

ス
ト
も
あ
る
の
で
各
 

班
は
工
夫
を
凝
ら
し
 

た
班
旗
を
作
っ
た
。
 

タ
食
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
薪
を
使
っ
た
炊
飯
で
な
く
、
 

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
調
理
し
た
。
定
番
と
は
い
え
、
 

野
外
で
食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
と
て
も
美
味
し
 

か
っ
た
。
入
浴
後
、
天
体
観
測
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
 

た
。
標
高
約
5
0
O
M

の
自
然
の
家
は
白
木
峰
高
原
 

に
あ
り
、
沢
山
の
夏
の
星
座
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

観
察
中
に
人
工
衛
星
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
 

流
れ
星
が
一
瞬
見
ら
れ
た
と
き
は
、
暗
闇
の
中
で
大
 

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
夜
風
は
涼
し
く
満
点
 

の
星
空
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
参
加
者
大
満
足
で
 

あ
っ
た
。
 

▼
ニ
日
目
（
8

月
4

日
）
「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
 

に
な
ら
な
い
学
習
」
と
沢
登
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
 

た
。
4
泊
5

日
の
野
外
活
動
中
に
、
ス
マ
ホ
・
携
帯
 

電
話
が
使
え
な
い
中
で
「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
 

な
ら
な
い
学
習
」
を
行
う
事
は
、
「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
 

の
重
要
な
柱
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
る
。
ま
ず
、
自
 

分
の
ス
マ
ホ
依
存
度
を
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
依
存
 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
学
習
も
あ
り
、
参
加
 

者
達
は
s
N
s
等
を
生
活
に
役
に
立
つ
よ
う
に
上
手
 

に
利
用
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
 

■
 



第214号 

午
後
か
ら
は
、
沢
 

登
り
の
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
で
あ
る
。
全
員
 

が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
 

シ
ョ
ン
を
受
け
た
 

後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
 

ト
を
着
け
別
館
か
 

ら
沢
登
り
の
ス
 

タ
ー
ト
地
点
ま
で
 

約30
分
か
け
て
移
動
し
た
。
子
ど
も
達
は
班
別
に
自
 

然
の
山
中
を
流
れ
る
冷
た
く
、
椅
麗
な
水
を
全
身
に
浴
 

び
な
が
ら
、
歓
喜
を
あ
げ
て
進
ん
で
行
っ
た
。
途
中
に
 

は
、
2
M
を
超
え
る
岩
場
や
胸
ま
で
の
深
さ
が
あ
る
場
 

所
等
も
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
達
は
、
「
大
丈
夫
？
」
「
気
 

を
付
け
て
ね
ー
」
等
と
声
を
掛
け
合
い
、
年
長
者
が
年
 

少
者
等
を
支
援
す
る
声
や
姿
が
見
ら
れ
た
。
約
一
時
間
 

後
、
約
2
0
M
の
長
さ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
ゴ
ー
ル
。
 

「
や
っ
た
ー
ー
」
参
加
者
は
ど
の
子
ど
も
達
も
「
や
り
 

終
え
た
、
達
成
感
一
杯
の
笑
顔
」
で
あ
っ
た
 

▼
三
日
目
（
8
月
5
日
）
「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
一
番
の
 

難
関
「
五
家
原
岳
登
 

山
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

で
あ
る
。
熱
中
症
対
 

策
で
予
定
よ
り
も
1
 

時
間
早
く
登
山
を
開
 

始
し
て
、
途
中
の
展
 

望
所
ま
で
の
往
復
に
 

変
更
し
た
。
登
り
始
 

め
は
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
 

根
が
露
出
し
た
急
面
 

を
必
死
に
上
っ
た
が
、
途
中
か
ら
は
少
し
平
た
ん
に
 

な
り
、
子
ど
も
達
は
し
り
と
り
ク
イ
ズ
や
歌
を
合
唱
 

し
な
が
ら
、
励
ま
し
あ
っ
て
展
望
所
ま
で
登
る
こ
と
 

が
出
来
た
。
展
望
所
で
は
、
橘
湾
、
大
村
湾
が
見
渡
 

せ
絶
景
で
あ
っ
た
。
「
苦
し
さ
を
我
慢
し
て
、
登
っ
 

て
よ
か
っ
た
ー
」
と
心
か
ら
思
う
体
験
で
あ
っ
た
。
 

▼
四
日
目
（
8
月
6
日
）
昨
日
の
夜
に
、
発
熱
し
た
 

参
加
者
が
、
新
 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
 

ル
ス
検
査
で
陽
 

性
反
応
が
で
た
。
 

事
前
に
確
認
し
 

て
い
た
よ
う
に
 

「
育
成
キ
ャ
ン
 

プ
」
は
 
即
、
中
 

止
し
て
帰
福
す
 

る
こ
と
に
な
っ
 

た
。
ス
タ
ッ
フ
は
早
朝
か
ら
全
て
の
保
護
者
に
連
絡
 

を
行
う
と
と
も
に
、
消
毒
、
隔
離
、
帰
福
の
準
備
と
 

素
早
く
対
応
し
た
。
特
に
登
録
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
高
校
 

生
、
大
学
生
達
は
、
一
つ
ー
つ
指
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
 

「
感
染
拡
大
を
防
い
で
、
安
全
に
帰
福
す
る
」
事
を
 

理
解
し
、
活
動
す
る
姿
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
 

た
。
正
に
緊
急
事
態
で
も
素
早
く
的
確
に
行
動
す
る
 

彼
ら
の
存
在
は
、
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
午
前
中
の
 

予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
荷
物
整
理
、
清
掃
、
作
文
作
 

成
に
変
更
し
、
昼
食
後
、
1
3
時
に
は
退
所
し
て
福
岡
 

へ
向
か
っ
た
。
本
来
な
ら
、
途
中
で
買
い
物
や
お
土
 

産
等
を
購
入
で
き
る
が
、
そ
れ
も
行
わ
ず
、
1
5
時
に
 

は
吉
塚
合
同
庁
舎
へ
到
着
し
た
。
全
て
の
保
護
者
が
 

急
な
日
程
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
出
迎
え
に
来
て
頂
 

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
 

▼
今
回
の
「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
は
2
年
ぶ
り
の
実
施
で
、
 

事
前
の
準
備
や
、
自
然
の
家
で
の
活
動
に
で
き
る
限
 

り
の
対
応
を
行
っ
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
1
日
早
く
終
了
す
る
こ
と
に
 

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
感
染
者
が
増
え
な
か
っ
 

た
こ
と
、
感
染
し
た
者
が
早
期
に
回
復
し
、
現
在
は
 

元
気
に
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
報
告
に
、
ま
ず
、
 

ス
タ
ッ
フ
ー
同
安
堵
し
て
い
る
。
 

▼
成
果
と
し
て
は
、
2
年
続
け
て
の
中
止
は
避
け
ら
 

れ
た
こ
と
、
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
来
る
だ
け
前
 

半
に
設
定
し
て
い
た
こ
と
で
目
的
は
一
定
達
成
で
き
 

た
こ
と
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
高
校
生
・
大
学
生
達
 

が
想
像
以
上
に
育
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
子
 

ど
も
達
か
ら
は
、
「
学
校
や
地
域
等
で
は
、
行
事
が
無
 

か
っ
た
り
、
縮
小
し
た
け
ど
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
 

思
い
っ
き
り
活
動
出
来
て
、
2
年
ぶ
り
に
楽
し
か
っ
 

た
。
最
高
で
し
た
」
「
コ
ロ
ナ
の
時
に
他
の
学
校
の
人
 

と
友
達
に
な
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
「
中
学
最
 

後
の
年
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
、
 

高
校
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
い
で
す
」
等
の
 

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
は
こ
の
体
験
を
日
常
に
 

生
活
に
生
か
し
、
経
験
を
積
み
上
げ
て
、
自
分
の
「
生
 

き
る
力
」
を
確
か
な
も
の
に
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
 

強
く
願
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
 

方
々
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
 

し
た
。
 

ゆ
 

とツバ、くおかフイナンシャル切いブ 
あなたのいちばんに。 

ふくおかフィナンシャルグループは、まちや人が輝く場面をともに創り、寄り添うことで、 

地域とともに、お客さまとともに成長していく存在となることを目指しています。 

いらばん近くで いちばん頼れる いちばん先を行く 

それが、私たらからお客さまへの約束です。 E 福岡銀行 
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第44
回
 

少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会
 

と
 

き
・
令
和
4
年
9
月
4

日
（
日
〕
 

と
こ
ろ
・
筑
紫
野
市
文
化
会
館
 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
 

め
、
予
定
の
苅
田
町
中
央
公
民
館
で
の
開
催
が
急
遮
中
 

止
と
な
り
、
結
局
、
審
査
員
各
自
の
ビ
デ
オ
審
査
へ
変
 

更
と
な
っ
た
主
張
大
会
。
今
年
は
靭
件
の
応
募
が
あ
り
、
 

本
日
の
大
会
参
加
者
に
は
1
0

日
間
の
「
体
調
管
理
表
」
 

の
記
入
・
提
出
を
求
め
る
対
策
も
施
し
て
の
開
催
と
 

な
っ
た
。
 

〔
開
会
・
主
張
発
表
〕
 

司
会
の
筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
南
中
学
校
放
送
部
員
4
 

名
が
登
壇
。
今
回
は
（
公
社
）
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
 

民
会
議
の
主
催
の
も
と
、
筑
紫
野
市
・
筑
紫
野
市
教
育
 

委
員
会
・
筑
紫
野
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
共
催
で
 

実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
久
原
寛
市
民
会
議
会
長
が
開
会
を
 

官
三
「
『
。
次
に
中
原
憲
幸
県
民
会
議
副
会
長
が
主
催
者
挨
 

拶
（
会
長
挨
拶
代
読
）
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
 

症
の
終
息
が
見
え
ず
、
何
か
と
制
約
の
あ
る
学
校
生
活
 

の
中
、
例
年
に
な
く
多
く
の
作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
 

い
た
」
と
、
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
 

そ
の
後
、
服
部
誠
太
郎
福
岡
県
知
事
来
賓
祝
辞
（
福
 

岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
私
学
振
興
・
青
少
年
育
 

成
局
城
石
聖
子
局
長
代
読
）
、
藤
田
陽
三
筑
紫
野
市
長
 

来
賓
祝
辞
と
続
い
た
。
知
事
は
こ
の
大
会
を
「
学
校
生
 

活
・
日
常
生
活
で
感
じ
た
気
持
ち
を
自
分
の
言
葉
で
伝
 

え
る
貴
重
な
場
」
で
あ
る
と
評
 

価
し
、
市
長
は
昭
和
6
3
年
の
筑
 

紫
野
市
開
催
に
触
れ
つ
つ
「
中
 

学
生
ら
し
い
感
性
を
伝
え
、
青
 

春
期
の
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
 

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
 

そ
し
て
会
場
中
央
に
着
席
の
 

審
査
委
員
の
紹
介
、
伊
藤
一
義
 

審
査
委
員
長
の
審
査
の
説
明
、
舞
台
前
に
整
 

列
し
た
発
表
者
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
と
進
 

み
、
い
よ
い
よ
主
張
の
発
表
へ
。
 

予
め
抽
選
で
決
定
し
た
順
番
に
従
い
、
最
 

終
審
査
に
残
っ
た
1
4
名
の
発
表
が
進
む
。
改
 

め
て
会
場
を
見
渡
す
と
、
座
席
を
空
け
た
着
 

席
を
指
示
す
る
会
場
内
の
テ
ー
プ
や
、
発
表
 

が
終
わ
る
毎
に
使
っ
た
マ
イ
ク
を
交
換
す
る
 

様
子
と
い
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
 

染
期
な
ら
で
は
の
光
景
が
目
に
入
る
。
 

〔
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
審
査
結
果
〕
 

全
員
の
発
表
が
終
わ
る
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
 

ン
へ
。
今
年
は
筑
紫
野
市
立
筑
山
中
学
校
の
 

皆
さ
ん
に
よ
る
平
和
集
会
・
平
和
劇
「
寄
せ
 

鍋
」
の
ビ
デ
オ
放
映
。
感
染
拡
大
で
本
年
度
 

の
劇
は
上
演
中
止
を
強
い
ら
れ
、
昨
年
度
の
 

劇
が
放
映
さ
れ
た
が
、
出
演
し
た
中
学
生
た
 

ち
は
与
え
ら
れ
た
役
に
な
り
き
り
、
怒
り
・
 

悲
し
み
・
喜
び
な
ど
の
感
情
を
内
に
秘
め
て
 

巧
み
に
役
柄
を
演
じ
切
っ
て
い
た
。
 

そ
し
て
い
よ
い
よ
審
査
結
果
の
発
表
と
表
 

彰
。
舞
台
中
央
の
マ
イ
ク
を
境
に
、
上
手
に
 

は14
名
の
発
表
者
が
、
下
手
に
は
県
民
会
議
 

副
会
長
以
下
関
係
者
が
着
席
。
順
に
優
秀
 

賞
、
審
査
委
員
会
特
別
賞
、
優
秀
賞
第
一
 

席
、
筑
紫
野
市
長
賞
、
福
岡
県
教
育
委
員
 

会
賞
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
て
表
彰
。
最
 

後
に
福
岡
県
知
事
賞
の
受
賞
者
に
宮
城
ひ
 

か
り
さ
ん
（
飯
塚
市
立
飯
塚
鎮
西
中
学
校
）
 

の
名
前
が
呼
ば
れ
、
 
一
段
と
大
き
な
拍
手
 

が
沸
い
た
。
 

そ
の
後
、
伊
藤
一
義
委
員
長
が
審
査
委
 

員
長
講
評
を
、
次
期
開
催
地
挨
拶
を
N
P
 

o

法
人
飯
塚
市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
 

議
会
下
田
稔
副
理
事
長
が
行
い
、
最
後
は
 

久
原
寛
市
民
会
議
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
 

大
会
を
閉
じ
た
。
 

~ 

審査講評 

審査委員長 伊藤一義 

皆さんお疲れさまでした。昨年は動画審査でしたが、 
今年は2年ぶりに生で皆さんの主張を聞くことができま 
した。本当に感動して、素晴らしい時間をいただきまし 
た。 
最初に会場に入って、皆さんの様子を見ていると中学 

生だなという感じでしたカ、ステージに立って主張を始 
めると、たくましくて立派で、本当にすごいなと思いま 
した。 

審査の内容について、審査委員会で審査委員の皆さん 
に色んなお話をいただいたので、一部を紹介します。 
〇自分の想いを伝えるため、ステージ上で発表する姿は 
堂々として素晴らしかった。 
〇一次審査、二次審査は作文の審査であったが、生の声 
を聴くと、印象が大きく変わって驚いた。 
〇発表の内容では事実を述べることにとどまって、その 
事実から自分の考えをもっと述べてほしいものもあった 
等々。 
以上の各審査委員の意見が点数の差となって表れたの 

かなと思います。でも、審査結果を見ると評価が分かれ 
ていて、本当に僅差だったと思います。 

最後に、発表者の皆さん、これからも学校生活は続き 
ます。次のステップに移っても社会のリーダーとなって、 
活躍してほしいと思います。私たちも、皆さんを見守っ 
ていきたいと考えております。 

（発表順） 

中学校名 学年 氏名 題名 

飯塚市立穂波西中学校 3 秀村 史奈 「あいさっは魔法」 

飯塚市立二瀬中学校 3 矢野 蒼大 出会い 

飯塚市立幸袋中学校 3 有吉 萌乃 ギフト 

田川市立猪位金学園 3 二橋 真音衣 努力のキセキ 

久留米市立櫛原中学校 3 藤井 貝子 見えなかった世界を見る世界へ 

苅田町立新津中学校 3 書藤 みのり 「できること」「できないこと」 

久留米市立扉水中学校 3 平山 結斗 「なんで『別れ』って辛いの？」 

嘉穂高等学校附属中学校 2 高井 詩歩 人工知能とどう向き合うか 

筑紫野市立筑山中学校 3 砥綿 一堀 沖縄戦から学ぶ 

1 
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世
界
に
光
を
届
け
た
い
 

ー
日
系
四
世
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て
 

皇
裏
 

、八一 

飯塚市立 

飯塚鎮西中学校3年 

宮城ひかり 

「
ひ
か
り
ー
に
ぐ
胃taterapido

ー
ハ
ヤ
ク
ー
 

ハ
ヤ
ク
ー
」
日
本
語
交
じ
り
の
ス
ペ
イ
ン
語
で
 

私
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
私
の
両
親
は
ペ
ル
ー
 

の
日
系
三
世
で
す
。
「
日
系
人
」
と
は
、
日
本
か
 

ら
外
国
に
移
住
し
、
そ
の
国
の
市
民
権
を
得
て
 

い
る
人
と
、
そ
の
子
孫
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
 

父
も
母
も
、
ペ
ル
ー
で
育
ち
、
ペ
ル
ー
の
学
校
 

に
通
っ
た
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
ま
す
。
 

働
く
た
め
に
日
本
に
来
て
三
十
年
に
な
り
ま
す
 

が
、
い
ま
だ
に
日
本
語
は
と
て
も
難
し
そ
う
で
 

今
も
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
私
は
日
 

本
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
語
に
不
自
由
し
ま
せ
 

ん
が
、
困
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
 

れ
は
、
自
分
自
身
、
ど
こ
の
国
の
人
間
な
の
か
 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
 

た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
の
見
た
目
は
い
っ
 

ぷ
う
日
本
人
で
す
が
国
籍
は
ペ
ル
ー
で
、
両
親
 

も
私
も
日
系
人
…
 

。
な
ん
と
な
く
「
日
本
 

人
の
ふ
り
」
を
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
 

か
ら
で
す
。
私
は
一
体
何
者
な
ん
だ
ろ
う
と
い
 

う
疑
問
が
頭
の
片
隅
に
い
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
時
、
母
と
一
緒
に
ペ
ル
ー
へ
行
く
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
ペ
 

ル
ー
。
成
田
空
港
か
ら
メ
キ
シ
コ
へ
、
メ
キ
シ
 

コ
か
ら
ペ
ル
ー
へ
と
、
飛
行
機
の
旅
も
到
着
ま
 

で
二
日
間
か
か
り
ま
し
た
。
空
港
を
出
る
と
、
 

ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
臭
い
と
ご
っ
た
返
す
人
と
 

車
、
そ
し
て
暑
苦
し
さ
に
私
は
包
ま
れ
ま
し
た
。
 

空
港
か
ら
祖
父
母
の
家
へ
と
向
か
っ
て
い
る
 

時
、
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
 

て
、
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
土
ぼ
こ
り
の
舞
う
 

道
路
を
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
花
や
お
菓
子
を
抱
 

え
車
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
に
売
り
歩
い
て
い
 

る
の
で
す
。
ペ
ル
ー
は
経
済
的
に
発
展
し
て
い
 

る
と
は
言
え
ず
、
家
族
や
生
活
の
た
め
に
働
く
 

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

ペ
ル
ー
に
滞
在
中
、
母
の
提
案
で
、
い
と
こ
 

と
一
緒
に
現
地
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
そ
こ
 

で
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、
人
懐
っ
こ
く
、
親
切
で
、
 

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
 

り
、
ス
ペ
イ
ン
語
が
苦
手
な
私
を
身
振
り
手
振
 

り
で
助
け
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
私
を
「
外
 

国
人
」
と
か
「
日
本
人
」
と
か
で
は
な
く
、
「
友
達
」
 

と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
と
 

い
う
国
を
、
い
い
国
だ
な
と
心
か
ら
思
え
た
瞬
 

間
で
し
た
。
 

ペ
ル
ー
へ
の
里
帰
り
が
き
っ
か
け
で
、
両
親
 

か
ら
私
に
つ
な
が
る
ル
ー
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
 

ま
し
た
。
当
時
沖
縄
に
住
ん
で
い
た
曾
祖
父
・
 

曾
祖
母
は
、
ペ
ル
ー
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
こ
 

と
を
信
じ
て
、
戦
争
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
十
代
で
 

日
本
を
離
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
は
、
農
業
 

を
始
め
る
た
め
に
購
入
し
た
土
地
が
奪
わ
れ
た
 

り
、
日
系
人
で
あ
る
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
り
と
、
 

ペ
ル
ー
で
の
生
活
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
 

す
。
母
も
、
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
て
く
 

れ
ま
し
た
。
見
た
目
は
日
本
人
な
の
に
日
本
語
が
 

上
手
に
話
せ
ず
、
差
別
と
感
じ
る
辛
い
体
験
も
た
 

く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
も
泣
き
 

な
が
ら
日
本
語
を
勉
強
し
た
と
い
う
初
め
て
聞
く
 

話
に
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
 

は
、
日
本
語
が
苦
手
な
両
親
の
こ
と
を
友
達
や
周
 

り
の
人
に
知
ら
れ
る
の
を
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
 

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
今
で
は
、
 

一
生
懸
命
に
日
本
語
を
覚
え
よ
う
と
頑
張
る
姿
 

や
、
苦
労
を
見
せ
ず
明
る
く
前
向
き
に
生
き
る
両
 

親
の
姿
は
、
私
の
誇
り
で
す
。
 

私
は
ペ
ル
ー
で
の
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
 

貧
困
の
中
で
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
海
外
の
子
 

ど
も
た
ち
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
す
る
夢
 

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
海
外
へ
留
学
し
、
 

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
世
界
的
視
野
や
公
平
 

公
正
な
も
の
の
見
方
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

私
の
曾
祖
父
、
曾
祖
母
が
人
生
を
か
け
た
選
択
 

を
し
、
苦
労
し
な
が
ら
も
誇
り
を
持
ち
続
け
て
生
 

き
て
き
ま
し
た
。
私
の
「
ヒ
カ
リ
・
カ
ロ
リ
ー
ナ
・
 

ミ
ハ
シ
ロ
・
チ
ネ
ン
」
と
い
う
名
前
に
は
そ
の
ル
ー
 

ツ
と
受
け
継
が
れ
た
緯
と
愛
が
詰
ま
っ
て
い
ま
 

す
。
私
は
大
好
き
な
日
本
で
、
日
系
人
と
し
て
、
 

優
し
く
、
た
く
ま
し
く
、
誇
り
を
胸
に
世
界
中
に
 

「
ひ
か
り
」
を
届
け
る
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
 

一
 、
 
『
 

雷
 

ト
 

v
 」

 

誰
か
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に
 

久留米市立 

諏訪中学校3年 

野 本 花 

飯塚市立 

飯塚鎮西中学校3年 

和 多 菜 奈 

知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
 

久留米市立 

城南中学校3年 

我 部 葵 

「
で
き
る
」
こ
と
を
探
す
 

照曜館中学校3年 

清 水 秀 ー 

知
る
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
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第22回福岡県青少年囲碁大会 
主催：（公社）福岡県青少年育成県民会議、福岡県、日本棋院九州本部 

日時：令和4年8月28日（日） 

場所：福岡県吉塚合同庁舎6・8階 

『第22回福編議 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
 

影
響
に
よ
り
過
去
2
年
連
続
で
延
期
と
 

な
っ
て
い
た
青
少
年
囲
碁
大
会
が
、
延
べ
 

74

名
の
参
加
の
も
と
、
吉
塚
合
同
庁
舎
を
 

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
冒
頭
の
挨
 

拶
で
、
渡
遅
晴
一
朗
大
会
実
行
委
員
長
よ
 

り
、
安
全
・
安
心
な
大
会
と
す
る
た
め
前
 

日
で
の
抗
原
検
査
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
3
年
ぶ
 

り
に
本
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
つ
い
 

て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
 

達
を
激
励
し
た
。
日
本
棋
院
九
州
本
部
よ
り
派
 

遣
さ
れ
た
桂
篤
プ
口
5
段
の
紹
介
等
に
続
き
、
 

吉
田
妻
一
審
判
長
か
ら
「
ル
ー
ル
説
明
」
が
行
 

わ
れ
た
後
、
各
会
場
に
分
か
れ
て
熱
戦
が
繰
り
 

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
 

諾
一
県
知
事
杯
争
奪
戦
（
2
2
名
参
加
）
 

今
年
は
、
小
学
生
7
名
、
中
学
生
7
名
、
高
 

校
生
8
名
が
参
加
。
対
局
時
計
も
用
い
ら
れ
る
 

な
ど
厳
格
な
ル
ー
ル
の
も
と
で
、
有
段
者
同
士
 

に
よ
る
熱
い
対
局
が
展
開
さ
れ
た
。
試
合
後
の
 

表
彰
式
で
は
各
部
門
の
上
位
者
に
は
賞
状
と
ト
 

ロ
フ
ィ
が
贈
呈
さ
 

れ
た
。
な
お
、
来
 

年
3
月
に
中
国
江
 

蘇
省
で
開
催
予
定
 

で
あ
っ
た
「
福
岡
 

県
江
蘇
省
囲
碁
交
 

流
大
会
」
は
、
新
 

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
 

ス
感
染
症
の
影
響
 

に
よ
り
、
今
年
度
 

は
中
止
さ
れ
る
こ
 

と
が
伝
え
ら
れ
た
。
 

上
級
（
9
級
以
上
）
、
中
級
（
1
0
級
か
ら
1
9
級）、 

初
級
（
加
級
か
ら
初
心
者
）
に
分
か
れ
て
、
勝
敗
 

に
こ
だ
わ
り
つ
つ
も
楽
 

し
い
雰
囲
気
で
、
ク
ラ
 

ス
別
に
対
局
が
行
わ
れ
 

た
。
年
齢
差
が
あ
る
お
 

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
 

の
対
局
や
九
州
大
学
囲
 

碁
部
員
ス
タ
ッ
フ
と
子
 

ど
も
達
の
交
流
戦
も
行
 

わ
れ
た
。
ま
た
、
 
一
定
 

の
勝
率
基
準
を
超
え
る
 

場
合
、
希
望
す
る
参
加
 

者
に
は
級
位
認
定
状
も
付
与
さ
れ
た
。
 

負茄） 

午
後
か
ら
は
、
 

日
本
棋
院
九
州
 

支
部
か
ら
派
遣
 

さ
れ
た
桂
篤
プ
 

ロ
5

段
と
子
ど
 

も
達
と
の
多
面
 

打
ち
が
開
催
さ
 

れ
た
。
（
第
1
局
 

8

名
参
加
、
第
 

2

局

9

名

参

 

加
）
。
 

桂
篤
プ
 

ロ
か
ら
は
、
適
時
、
子
ど
も
達
の
良
い
と
こ
ろ
 

を
褒
め
つ
つ
、
棋
力
に
応
じ
た
的
確
な
ワ
ン
ポ
 

イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
わ
れ
て
い
た
。
参
加
 

者
か
ら
は
、
「
プ
ロ
棋
士
に
直
接
指
導
を
受
け
る
 

機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
良
い
体
験
と
な
っ
 

た
」
と
の
声
も
き
か
れ
た
。
 

最
後
に
、
吉
田
毒
一
審
判
長
か
ら
は
、
 

全
体
を
通
じ
た
講
評
の
中
で
、
「
県
知
 

事
杯
争
奪
戦
は
全
国
レ
ベ
ル
に
匹
敵
 

す
る
高
い
レ
ベ
ル
の
対
局
が
繰
り
広
 

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
多
く
 

の
囲
碁
が
好
き
な
異
年
齢
の
子
ど
も
 

た
ち
が
一
緒
に
交
流
し
楽
し
め
る
機
 

会
や
プ
ロ
棋
士
か
ら
直
接
指
導
を
受
 

け
る
こ
と
 

は
な
か
な
 

か
な
い
事
 

で
あ
り
、
 

素
晴
ら
し
 

い
囲
碁
大
 

A

云
で
あ
っ
 

た
。
」
と
の
 

評
価
を
い
 

た
だ
い
た
。
 

～県知事杯争奪戦対戦結果～ 

●
高
校
生
の
部
 

優
 
勝
 
横
山
巧
 
県
立
修
猷
館
高
校
1
年
 

準
優
勝
 
毛
利
純
大
 
私
立
九
州
産
業
高
校
2
年
 

三
 

位
 
田
道
啓
大
 

●
中
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
古
屋
里
峯
 

県
立
修
猷
館
高
校
3
年
 

県
立
育
徳
館
中
学
校
2
年
 

準
優
勝
 
山
下
稜
太
 
私
立
筑
陽
学
園
中
学
校
3
年
 

三
 

位
 
小
野
口
真
 

●
小
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
樋
口
舜
蓮
 

市
立
百
道
中
学
校
3
年
 

町
立
新
宮
小
学
校
6
年
 

準
優
勝
 
佐
田
優
真
 
市
立
福
間
南
小
学
校
4
年
 

三
 

位
 
石
田
宋
詳
 
市
立
香
椎
下
原
小
学
校
6
年
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第214号 

家庭の日・ 
オアシス運動 

◆子どもの健やかな成長は家庭から◆ 

―最優秀作品の紹介一 

「家庭の日」・「オアシス運動」が地域に広く普及するよう小・中・高校・特別 

支援学校生を対象にポスター及び作文を募集しました。今年度は昨年を上回る 

総数1,539 点の応募がありL、1 次審査、 2次審査を経て、作文‘ポスター各

部門についで、最優秀賞1名、優秀賞9名、奨励賞（作文22名、ポスター25: 

名）:47:名が決定じました。今号では、入賞した作品のうち、一最優秀作品を紹

介します。なお、‘表彰式は、令和L5年I 月:22 日1（日）13,: 30より、アク 

ロス福岡、展示は令和5年1月・16日（月）-22日（日）にアクロス福，岡メ 

ツセージホワイ工、2月初旬に県庁ロビーで予定しています。 

福津市立津屋崎小学校 
いさもとひらり 

4年 諌元妃荊 

「
父
と
の
練
習
」
 

福
津
市
立
福
間
中
学
校
 

き
 
は
「
り
 
ひ
 
よ
 
り
 

一一犀 

木

原

日

和

 

「
も
っ
と
ひ
ざ
を
曲
げ
て
。
」
 

「
も
っ
と
丁
寧
に
打
つ
よ
。
」
 

何
度
も
父
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
だ
。
 

私
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
。
夏
の
大
会
を
終
 

え
、
引
退
し
た
今
思
い
出
す
の
は
、
父
と
の
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
 

練
習
の
日
々
だ
。
 

父
は
、
テ
ニ
ス
の
経
験
は
ほ
ぼ
無
い
。
会
社
の
人
と
の
付
き
合
 

い
で
、
何
度
か
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。
で
も
、
私
が
テ
 

ニ
ス
に
対
し
て
持
つ
熱
量
と
同
じ
く
ら
い
、
父
も
テ
ニ
ス
に
対
し
 

て
熱
心
だ
っ
た
。
 

テ
ニ
ス
部
に
入
部
し
た
一
年
生
の
時
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
 

か
ら
素
振
り
の
練
習
な
ど
、
私
が
学
校
で
教
わ
っ
た
基
礎
練
習
 

を
家
の
庭
で
二
人
で
や
っ
た
こ
と
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も
懐
か
 

し
い
。
 

部
活
が
休
み
の
日
は
、
練
習
し
た
い
と
い
う
私
に
よ
く
付
き
 

合
っ
て
く
れ
た
。
急
に
頼
む
こ
と
も
あ
っ
た
の
に
、
練
習
す
る
た
 

め
の
コ
ー
ト
を
探
し
予
約
し
て
く
れ
た
。
 

平
日
は
仕
事
で
忙
し
い
の
で
休
日
く
ら
い
は
ゆ
っ
く
り
過
こ
し
 

た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
 

湿
布
を
体
に
貼
り
な
が
ら
も
、
毎
週
の
よ
う
に
、
し
か
も
私
が
 

三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、
変
わ
ら
ず
練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
 

た
父
に
本
当
に
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
。
 

し
か
し
、
心
の
中
で
は
ち
ゃ
ん
と
感
謝
し
て
い
る
の
に
、
疲
れ
 

が
た
ま
っ
て
い
る
時
や
、
自
分
が
上
手
く
打
て
ず
に
落
ち
込
ん
で
 

い
る
と
き
な
ど
、
つ
い
父
に
対
し
て
強
く
当
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
 

が
あ
っ
た
。
 

私
の
こ
と
を
思
っ
て
し
て
く
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
。
 

「
や
っ
 

た
こ
と
も
な
い
の
に
、
偉
そ
う
に
言
わ
ん
で
。
」
と
、
と
て
も
ひ
 

ど
い
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
時
に
は
言
い
合
い
に
な
る
 

こ
と
も
あ
っ
た
。
 

私
は
そ
ん
な
時
い
つ
も
、
自
己
嫌
悪
に
陥
る
。
な
ん
で
あ
ん
な
 

に
ひ
ど
い
言
い
方
を
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
父
の
優
し
さ
に
 

甘
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
時
、
母
が
教
え
て
く
れ
た
 

こ
と
が
あ
る
。
 

「
お
父
さ
ん
が
あ
ん
な
に
熱
心
に
ひ
よ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
 

は
、
ひ
よ
が
い
つ
も
本
気
で
テ
ニ
ス
と
向
き
合
っ
て
、
心
底
テ
ー
ー
 

ス
が
好
き
な
ん
だ
っ
て
い
う
の
が
わ
か
る
か
ら
だ
っ
て
言
っ
て
た
 

よ
。
あ
ん
な
一
生
懸
命
な
姿
を
見
て
た
ら
少
し
で
も
力
に
な
り
た
 

い
や
ん
っ
て
言
っ
て
た
よ
。
」
と
。
 

父
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
て
、
涙
が
で
て
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
 

何
回
か
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
私
に
と
っ
て
父
と
の
テ
ニ
ス
の
練
習
 

時
間
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
 

手
が
か
じ
か
む
く
ら
い
の
寒
い
冬
も
、
夏
の
猛
暑
の
中
も
、
し
っ
 

か
り
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
父
の
励
ま
し
 

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
 

ま
た
、
私
と
父
と
の
会
話
が
増
え
る
こ
と
で
、
母
や
小
学
生
の
 

弟
、
一
緒
に
住
む
祖
母
の
家
族
み
ん
な
が
自
然
と
集
ま
り
、
テ
ニ
ス
 

の
話
で
盛
り
上
が
る
時
間
も
増
え
た
。
家
族
全
員
で
私
の
好
き
な
テ
 

ニ
ス
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
試
合
の
動
画
を
見
た
り
と
、
楽
し
さ
や
 

悔
し
さ
な
ど
の
感
情
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
と
て
 

も
あ
り
が
た
か
っ
た
。
 

三
年
生
最
後
の
大
会
で
、
悔
い
を
残
さ
ず
に
試
合
が
で
き
た
の
 

も
、
両
親
の
声
援
と
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
だ
。
い
つ
も
前
向
 

き
な
言
葉
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
、
側
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
 

と
思
う
と
安
心
で
き
た
。
 

こ
の
先
、
中
学
を
卒
業
し
高
校
、
大
学
と
成
長
し
て
も
、
私
は
 

き
っ
と
こ
の
史
子
で
の
部
活
生
活
の
時
間
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
 

る
つ
。
父
と
の
濃
い
テ
ニ
ス
の
時
間
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出
 

と
な
る
だ
ろ
う
。
 

こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
に
感
謝
し
、
そ
の
思
い
を
伝
え
な
が
 

ら
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
 

大
好
き
な
テ
ニ
ス
を
通
し
て
、
家
族
と
の
大
切
な
時
間
を
深
め
る
 

こ
と
が
で
き
た
私
は
と
て
も
幸
せ
だ
。
 

優 

秀 

【
作
文
の
部
】
 

尚 
見 

」Z
ー
 

J

ー
 

ー
ー
【
1
1
 

久
留
米
市
立
西
国
分
小
学
校
 

芦
屋
町
立
山
鹿
小
学
校
 

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
小
学
校
 

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
小
学
校
 

柳
川
市
立
矢
ケ
部
小
学
校
 

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
小
学
校
 

遠
賀
町
立
遠
賀
南
中
学
校
 

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学
校
附
属
中
学
校
 

岡
垣
町
立
岡
垣
中
学
校
 

I

ーー 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
 

＼
司
一
 

苅
田
町
立
馬
場
小
学
校
 

‘
 

）・・．.. 

水
巻
町
立
伊
左
座
小
学
校
 

芦
屋
町
立
芦
屋
小
学
校
 

苅
田
町
立
馬
場
小
学
校
 

柳
川
市
立
垂
見
小
学
校
 

遠
賀
町
立
遠
賀
中
学
校
 

九
州
産
業
大
学
付
属
九
州
高
等
学
校
 

九
州
産
業
大
学
付
属
九
州
高
等
学
校
 

‘
福
岡
県
立
ハ
幡
中
央
高
等
学
校
 

ー
年
 

2

年
 

3

年
 

4

年
 

5

年
 

6

年
 

ー
年
 

3

年
 

3

年
 

1 1 1 
年年年 

金山松 

子口本 

未も友 

来も萌 

6 5 3 2 1 
年年年年年 

田山岡松 

中本田屋 

嘉
 
松
 
心
 
春
 

金
 
津
 
蒼
 
大
 

福
 
本
 
京
 
夏
 

内

山

田

理

織

 

大
久
保
緋
奈
乃
 

坂
 
口
 
伶
 
太
 

安
 
高
 
葉
 
南
 

井

野

ロ

ま

ほ

 

増
 
田
 
玲
 
奈
 

古

川

美

唯

菜

 

日
 

も亜 

あ美陸々 

1

年

堀

田

み

な

実

 



第214 号 

且
働
回
働
昼
動
 

主

な

行

事

（

R

4
年
7

月10
日
ー
1
1
月15
日） 

7

月
 

8

月
 
1 2928221915 
日 日日日日日 

（月） （金｝休）険）（火）（劃 

少
年
の
主
張
県
大
会
第
一
次
審
査
委
員
会
 

青
連
協
常
任
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
〕
 

第
5
回
広
報
部
会
（
発
送
作
業
）
 

さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
2
回
事
務
局
会
議
 

青
少
年
囲
碁
大
会
第
2
回
実
行
委
員
会
 

「
家
庭
の
日
」
 
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
作
品
募
集
 

（
、
9
月
9
日〕 

3

日
伽
5
6
日
田
 

312827234 
日日日日日 
休）（日）（土）（火）(*) 

9

月
 3

日
田
 

4

日
卿
 

7

日
ば
 

221310 
日日日 
休）（幻仕） 

異
年
齢
交
流
で
育
て
ー
青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ
 

少
年
の
主
張
県
大
会
第
二
次
審
査
委
員
会
 

青
連
協
常
任
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
〕
 

青
少
年
囲
碁
大
会
会
場
準
備
作
業
 

青
少
年
囲
碁
大
会
 

さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
3
回
事
務
局
会
議
 

少
年
の
主
張
県
大
会
会
場
準
備
 

少
年
の
主
張
県
大
会
 

県
青
少
年
囲
碁
大
会
監
査
 

第
6
回
広
報
部
会
 

（
以
降
、
3
0
日・10/

1
3

・2711/
7

・8)
 

「
育
成
キ
ャ
ン
プ
」
検
証
会
議
 

青
連
協
常
任
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

第
2
回
家
庭
部
会
 

10

月
 3

日
の
 

「
家
庭
の
日
」
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
作
文
作
品
 

二
次
審
査
 

4

日
図
 

「
家
庭
の
日
」
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
ポ
ス
タ
ー
作
品
 

二
次
審
査
 

8

日
伽
、
1
0
日
卿
 

11

月
 

282511 
日日日 
佳）（幻秋） 

青
連
協
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
、
東
北
大
震
災
被
 

災
地
派
遺
研
修
 

青
連
協
常
任
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
2
回
実
行
委
員
会
 

第
3
回
健
全
育
成
部
会
 

5

日
田
5
6
日
卿
 

青
連
協
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
・
研
修
会
 

新
正
会
員
・
賛
助
会
員
紹
介
（
令
和
4
年11
月
m
号
現
在
）
 

個
人
賛
助
会
員
 

樺
島
希
世
子
（
福
岡
市
）
 

河
合
昭
江
（
福
岡
市
）
 

高齢者、障害者、子ども 
たちなどへの地域の福祉 
活動を支援します。 
災害時には「災害ボラン 
ティアセンター」の設置 

、と運営にも役立ちます。 

この広報紙は、共同募金の配 

分を受けて発行しています。 

亨
告
パ
考
，
 

a
 

『
学
ん
で
き
た
も
の
』
 

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
「
地
域
の
お
 

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
運
動
」
こ
れ
は
、
私
の
大
好
き
な
 

言
葉
で
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
近
所
に
こ
わ
い
お
じ
 

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
い
て
夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
る
と
 

『
早
よ
帰
ら
ん
ね
』
『
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
心
配
し
 

よ
る
よ
』
と
声
を
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
私
が
、
こ
の
言
葉
に
出
会
い
、
青
少
年
育
成
 

と
い
う
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
お
決
ま
り
の
輪
 

番
制
で
や
っ
て
く
る
自
治
会
の
役
員
に
な
り
、
そ
の
先
 

の
町
の
家
庭
部
会
の
一
員
と
し
て
青
少
年
育
成
に
関
わ
 

る
事
に
な
っ
た
時
で
し
た
。
任
期
が
一
年
で
終
わ
る
こ
 

の
町
民
会
議
と
い
う
組
織
が
お
も
し
ろ
い
と
思
い
手
伝
 

う
様
に
な
り
何
年
か
経
っ
た
時
、
町
民
会
議
の
組
織
を
 

改
正
す
る
事
に
な
り
、
唐
突
に
副
会
長
に
な
っ
て
欲
し
 

い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
そ
の
時
々
の
部
長
 

か
ら
言
わ
れ
た
通
り
に
動
い
た
だ
け
で
、
ま
し
て
や
、
 

た
だ
三
人
娘
の
母
と
い
う
事
だ
け
で
育
成
と
い
う
場
所
 

に
足
を
踏
み
入
れ
た
私
で
し
た
の
で
、
学
識
や
何
の
資
 

格
も
無
い
者
に
副
会
長
な
ど
そ
ん
な
大
役
が
務
ま
る
は
 

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
言
っ
て
お
断
り
し
ま
し
た
が
、
 

三
人
娘
の
お
母
さ
ん
な
ら
母
親
の
代
表
と
し
て
の
意
見
 

を
言
っ
て
ほ
し
い
と
当
時
の
会
長
に
説
得
さ
れ
お
引
き
 

受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
会
議
は
、
地
区
よ
 

り
2
名
推
薦
し
て
も
ら
う
運
営
委
員
の
1
名
を
公
民
館
 

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長
 

（
公
社
）
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
理
事
 

瀬
 
井
 
公
 
子
 

長
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
青
少
年
の
主
張
大
会
で
は
、
 

遠
賀
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
設
営
 

等
に
協
力
し
て
も
ら
う
な
ど
、
周
り
の
人
た
ち
を
巻
き
 

込
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

あ
れ
か
ら
1
0
年
、
婦
人
会
の
方
に
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
 

豚
汁
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
に
協
カ
し
て
も
 

ら
っ
た
り
遠
賀
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
司
会
を
頼
ん
だ
り
、
 

今
年
に
限
っ
て
は
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
司
会
を
頼
ん
 

だ
り
し
て
人
を
巻
き
込
む
活
動
は
、
今
も
な
お
続
い
て
 

い
ま
す
。
初
め
の
1
0
年
は
母
と
し
て
、
そ
の
後
の
1
0
年
は
、
 

地
域
の
お
ば
さ
ん
と
し
て
、
こ
の
1
0
年
は
、
祖
母
と
し
 

て
今
だ
に
町
民
会
議
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
3
0
年
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
能
力
は
 

無
限
大
で
観
察
力
や
ア
イ
デ
ア
力
が
豊
か
で
あ
る
事
、
 

こ
う
で
な
け
れ
ば
と
い
う
固
定
観
念
が
余
り
な
い
事
、
 

私
た
ち
大
人
に
は
な
い
発
想
力
を
持
っ
て
い
る
事
な
ど
 

沢
山
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
達
の
た
め
に
何
か
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
は
 

ず
が
子
ど
も
達
の
能
力
の
柔
軟
性
、
多
様
性
に
驚
き
そ
 

の
さ
ま
ざ
ま
な
力
や
自
主
性
を
信
じ
て
大
勢
の
人
々
を
 

巻
き
込
む
ア
イ
デ
ア
カ
を
駆
使
し
な
が
ら
今
日
も
私
た
 

ち
町
民
会
議
は
、
地
域
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
運
動
を
 

続
け
て
い
ま
す
。
 

編集後記 

3

年
ぶ
り
に
夏
の
3
大
行
事
を
実
施
▼
制
限
の
あ
る
中
で
の
開
催
は
多
く
の
困
難
を
伴
い
関
 

係
者
・
各
関
係
機
関
の
協
力
で
実
現
▼
青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ
は
途
中
で
感
染
者
が
出
た
た
め
 

一
日
早
く
切
り
上
げ
帰
福
▼
三
日
目
ま
で
の
主
な
日
程
は
ほ
ぼ
終
了
し
感
染
も
広
が
る
こ
と
な
 

く
最
小
限
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
▼
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
者
の
事
前
準
備
の
賜
物
で
あ
る
▼
囲
 

碁
大
会
は
安
心
安
全
の
大
会
と
位
置
づ
け
前
日
ま
で
の
抗
原
検
査
を
義
務
づ
け
開
催
▼
7
4

人
の
 

参
加
が
あ
り
無
事
終
了
▼
し
か
し
中
国
江
蘇
省
囲
碁
交
流
大
会
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
 

中
止
に
▼
少
年
の
主
張
大
会
は
去
年
の
ビ
デ
オ
審
査
か
ら
会
場
で
の
対
面
発
表
が
実
現
で
き
た
 

▼
昨
年
に
も
増
し
て
3
6
9
件
の
応
募
が
あ
り
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
熱
意
と
勢
 

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
▼
来
年
こ
そ
は
通
常
開
催
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
 

青
少
年
育
成
県
民
会
議
広
報
部
会
長
 

馬
 
場
 
京
 
子
 

次代を担う青少年の健全育成を図るため、県民会議は、少年の主張大会、野外学 

習、マラソン大会など、様々な活動をしています。 

賛助会員入会のお願い 県民会議では、賛助会員の募集を行っています。会費は左下のとおりです。電話 

(092 -643-6001）をいただければ、資料をお送りいたします。 

ぐ賛助会員の年会費う ぐ納入いただく方法う

青少年の健全育成のために 

会費は、公益社団法人福岡県青少年育成県民会議の次のいずれかの 

口座に納入していただくか、県民会議事務局に直接ご持参ください。 

西日本シティ銀行千代町支店（普通預金）3053033 

福 岡 銀 行 県 庁 内 支 店（普通預金）526475 

筑 邦 銀 行 福 岡 営 業 部（普通預金）1597091 

福 岡 中 央 銀 行 本 店（普通預金）1030569 

ゆ う ち ょ 銀 行 振 替 01700-5-4057 

個 人1 口 1,000円 

法人又は団体1口15,000円 

特別賛助会員1口 50,000円 
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こ
の
用
紙
は
、
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。
 


